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(57)【要約】
【課題】通常時であっても、使用時であっても消火剤貯
蔵容器の内部を加圧せず、従って、消火剤貯蔵容器に耐
圧性能を必要としない安価でメンテナンス性がよいもの
を使用できるパッケージ型消火設備を提供する。
【解決手段】加圧ガスの供給によって駆動するエア駆動
ポンプを備え、消火剤貯蔵容器から消火剤の放出口へ、
エア駆動ポンプで消火剤を加圧送出し、従来のパッケー
ジ型消火設備にも備えている加圧ガス貯蔵容器をエア駆
動ポンプを駆動させるポンプ駆動用ボンベとして使用す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
液体の消火剤を内部に貯蔵する消火剤貯蔵容器と、
加圧ガスが供給されることで駆動し、前記消火剤を前記消火剤貯蔵容器から消火剤汲上管
によって汲み上げて送出管に送出するエア駆動ポンプと、
前記エア駆動ポンプに前記加圧ガスを供給するポンプ駆動用ボンベと、
前記エア駆動ポンプと前記ポンプ駆動用ボンベを接続する加圧ガス供給管に設けられた起
動弁と、
前記送出管に接続され、前記エア駆動ポンプから送出された前記消火剤を放出する放出口
を備えたことを特徴とするパッケージ型消火設備。
 
【請求項２】
　前記消火剤貯蔵容器の容器本体が四角柱であることを特徴とする請求項１に記載のパッ
ケージ型消火設備。
 
【請求項３】
　前記消火剤汲上管が前記消火剤貯蔵容器の下方に外側から接続されていることを特徴と
する請求項１または２に記載のパッケージ型消火設備。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体の消火剤を貯蔵する消火剤貯蔵容器を備えたパッケージ型消火設備に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種のパッケージ型消火設備では、通常時、消火剤貯蔵容器内は消火剤が大気
圧で保持されており、使用時に加圧用ボンベから圧力ガスを消火剤貯蔵容器に送り込んで
消火剤を押し出す加圧式パッケージ型消火設備と、通常時、消火剤貯蔵容器内に消火剤が
加圧ガスによって加圧状態で保持されており、使用時に消火剤貯蔵容器を開放して消火剤
を押し出す蓄圧式パッケージ型消火設備があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－３４２２２４号公報
【０００４】
　加圧式パッケージ型消火設備の場合、通常時、消火剤貯蔵容器内は大気圧であるものの
、使用時には圧力ガスにより、内部が加圧されるため、消火剤貯蔵容器は耐圧性能が求め
られていた。また、消火剤貯蔵容器が腐食により劣化していた場合、急激な加圧により容
器が破損して二次災害を起こす恐れがあった。
【０００５】
　一方、蓄圧式パッケージ型消火設備の場合、通常時から消火剤貯蔵容器内が加圧ガスに
より加圧されているため、消火剤貯蔵容器に耐圧性能が求められており、消火剤貯蔵容器
が腐食により劣化した場合、消火剤貯蔵容器内の圧力が抜け、火災時に使用できない恐れ
があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
本発明は、通常時であっても、使用時であっても消火剤貯蔵容器を加圧せず、従って、消
火剤貯蔵容器に耐圧性能を必要としないパッケージ型消火設備を提供することを目的とす
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る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明に係るパッケージ型消火設備は、液体の消火剤を内部に貯蔵する消火剤貯蔵容器と
、加圧ガスが供給されることで駆動し、前記消火剤を前記消火剤貯蔵容器から消火剤汲上
管によって汲み上げて送出管に送出するエア駆動ポンプと、前記エア駆動ポンプに前記加
圧ガスを供給するポンプ駆動用ボンベと、前記エア駆動ポンプと前記ポンプ駆動用ボンベ
を接続する加圧ガス供給管に設けられた起動弁と、前記送出管に接続され、前記エア駆動
ポンプから送出された前記消火剤を放出する放出口を備えたことを特徴とするものである
。
【０００８】
また、前記消火剤貯蔵容器の容器本体が四角柱であることを特徴とするものである。
【０００９】
　また、前記消火剤汲上管が前記消火剤貯蔵容器の下方に外側から接続されていることを
特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１０】
本発明によれば、消火剤貯蔵容器を加圧しないため、消火剤の交換等で消火剤貯蔵容器を
開放する際に圧力を抜く作業が不要となり、また、消火剤貯蔵容器の上部に大きな開口部
を設け、そこに載せる程度の簡易な蓋で良いためその着脱が容易となり、メンテナンス性
が良い構造とすることがすることができる。さらには、異物の混入の恐れがない場所で使
用する場合には、蓋等のない、上部が開放した容器を使用することもでき、さらにメンテ
ナンス性が良い構造とすることができる。
【００１１】
また、本発明によれば消火剤貯蔵容器を加圧しないため、消火剤貯蔵容器に耐圧性能が不
要となり、消火剤貯蔵容器を構成する板材を薄い物とすることができ、コストダウンする
ことができる。さらに消火剤貯蔵容器を構成する材料を金属製にする必要がなく、腐食の
恐れがないものや、塗装が不要なもの、軽量で施工性の良いものとすることができる。ま
た、耐圧性能を求める場合、圧力負荷の分布の関係から消火剤貯蔵容器は胴部が円柱とな
る場合が殆どであるが、耐圧性能が不要であるため、消火剤貯蔵容器の胴部は円柱である
必要はなく、例えば四角柱とすることで、収納性が良くなり、パッケージ型消火設備全体
を薄くしたり、細くしたりと、パッケージ型消火設備全体をコンパクトに、形状の自由度
も高いものとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施の形態に係るパッケージ型消火設備の一例である。
【図２】本発明の実施の形態に係るパッケージ型消火設備の別の一例である。
【図３】本発明の実施の形態に係るパッケージ型消火設備の別の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
＜実施の形態＞
以下、本発明の一実施の形態を図１を例に説明する。
図１は、本発明に係るパッケージ型消火設備の扉を開放した際の全体図である。
【００１４】
　パッケージ型消火設備１は、消火剤貯蔵容器４、エア駆動ポンプ５、ポンプ駆動用ボン
ベ６、ホース１１、ノズル１２（放出口に相当）等を収納箱２に収納し、火災時にはホー
ス１１、ノズル１２を収納箱２より出し、使用者がノズル１２を保持し、エア駆動ポンプ
５を作動することで、消火剤１３を放出して消火活動を行うものである。
【００１５】
　パッケージ型消火設備１は扉３を備えており、通常時はホース１１、ノズル１２も収納
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箱２内に収納し、扉３を閉鎖している。
【００１６】
　収納箱２内には、消火剤１３を貯蔵する消火剤貯蔵容器４が備えられ、その下方に外側
から消火剤汲上管７が接続されている。消火剤汲上管７の二次側にはエア駆動ポンプ５が
接続されている。エア駆動ポンプ５には、エア駆動ポンプ５を駆動させるための加圧ガス
を貯蔵するポンプ駆動用ボンベ６が加圧ガス供給管８を介して接続されており、加圧ガス
供給管８には通常時は閉鎖している起動弁９が備えられ、通常時は加圧ガスがエア駆動ポ
ンプ５に供給されないようになっている。
【００１７】
　エア駆動ポンプ５の二次側には送出管１０の一端が接続され、送出管１０の他方の一端
にはホース１１の一端が接続され、ホース１１の他方の一端にはノズル１２が接続されて
いる。通常時はホース１１を収納箱２の内壁に沿って丸めて収納箱２内に収納している。
【００１８】
　消火剤貯蔵容器４は、容器本体４１と蓋部４２で構成されている。容器本体４１は底面
が長方形の四角柱で上面が開口している。蓋部４２は容器本体４１の上面の開口を覆う板
材で、その四辺は内側に容器本体４１の上面が収まるように折り返されている。蓋部４２
は、容器本体４１に被せるように載せるだけで、特に固定は不要である。
【００１９】
　エア駆動ポンプ５は、加圧ガスが供給されると駆動するポンプで、例えば、エアモータ
式、ダイヤフラム式、ベローズ式、プランジャポンプ式等があり、本発明においては、い
ずれかの方式に限定するものではない。
【００２０】
　ポンプ駆動用ボンベ６は、例えば、空気、窒素、二酸化炭素等の気体を加圧充填したも
の（加圧ガス）で、本発明においてはいずれかの気体に限定する物ではない。ポンプ駆動
用ボンベ６は、エア駆動ポンプ５に供給する加圧ガスを所定の圧力に調整するレギュレー
タ６１を備え、エア駆動ポンプ５が所定の圧力で送出管１０に消火剤１３を送出し、消火
剤１３がノズル１２から規定の放射圧力および放出量で放出されるように設定されている
。
【００２１】
　起動弁９は、手動で開閉するバルブであり、開放するとポンプ駆動用ボンベ６内の加圧
ガスがエア駆動ポンプ５に供給される。
【００２２】
　ホース１１は、例えば保形ホースであり、ホースを曲げても所定の内径を維持する構造
となっている。
【００２３】
　ノズル１２は、一次側に消火剤１３が所定圧力で供給されると、所定の放水圧力、放出
量で消火剤１３を放出する。使用者は、ノズル１２を保持し火元に消火剤１３をかけて消
火活動を行う。
【００２４】
　火災が発生した時、使用者が二人いる場合は、扉３を開放し、使用者Ａがノズル１２を
保持し、危険が及ばない程度に火災発生場所付近までホース１１を引き出して待機する。
【００２５】
　次に使用者Ｂが起動弁９を開放する。起動弁９を開放すると、ポンプ駆動用ボンベ６内
の加圧ガスがエア駆動ポンプ５に供給され、エア駆動ポンプ５が消火剤汲上管７を介して
消火剤貯蔵容器４から消火剤１３を汲み上げて送出管１０へ送出する。このとき、レギュ
レータ６１によってエア駆動ポンプ５への加圧ガスの供給量が調整されているので、送出
管１０、ホース１１を介してノズル１２に消火剤１３が供給された時には、所定の圧力と
なっているため、最適な放出圧力および放出量でノズル１２から消火剤１３が放出される
。
【００２６】
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　使用者Ａは、ノズル１２から消火剤１３が放出され始めたら、ノズル１２を操作して消
火剤１３を火元にかけて消火する。
【００２７】
　なお、本実施の形態では、消火剤貯蔵容器の形状を四角柱としたが、これに限定するも
のではなく、収納性のよい形状とすることができる。また、消火剤貯蔵容器の材質も耐圧
性能が不要であるので、従来の金属材料以外のもの（例えば樹脂等）も使用可能である。
【００２８】
また、蓋部の形状も本実施の形態に記載した形状に限定した物ではなく、板状の蓋部を消
火剤貯蔵容器の上部の開口に乗せるだけのものとしてもよく、さらにそのような蓋部を簡
易な留め具で留めることで、落下を防止してもよい。また、樹脂等の軽量で柔軟性がある
材質や、折りたたみできる構造の蓋部を用いることで、蓋部の開閉は容易になる。また、
蓋部の消火剤貯蔵容器と接触する部分にパッキン等を取り付けることで、消火剤が蒸発し
て減少することを防ぐことができる。さらには設置環境によっては、蓋部は必ずしも必要
ではなく、消火剤貯蔵容器の上部が常に開口しているものとしてもよい。
【００２９】
　また、消火剤汲上管を消火剤貯蔵容器の下方に外側から接続しているが、これに限定す
るものではなく、例えば図２（扉を開放した際状態）のように消火剤汲上管１０７が蓋部
１４２を貫通して消火剤貯蔵容器１０４内に挿入され、消火剤貯蔵容器の底付近まで延び
る形状であってもよい。この場合、消火剤貯蔵容器１０４の下方に外側から接続する方法
と比較してメンテナンス性は悪くなるが、パッケージ型消火設備全体をコンパクトにする
ことができる。
【００３０】
　また、起動弁とレギュレータがそれぞれ独立した構成としたが、これに限定するもので
はなく、一体となっていてもよい。
【００３１】
　また、ホースは保形ホースに限定するものではなく、折りたたみ可能なホースとしても
よい。この場合、使用時にはホースを全て引き出して使用する必要があるが、収納時は小
さく丸めたり、櫛に掛けたり、よりコンパクトに収納することができる。
【００３２】
　また、ノズルは本実施の形態では、消火剤が供給されれば、ただちに一定の放水形状で
放出する構造であるが、これに限定するものではなく、開閉構造や消火剤の放出形状を変
更できるものとしてもよい。開閉構造を備えたノズルの場合、一人で使用する場合には、
まずノズルを閉止した状態とし、起動弁を開放してから火災発生場所へ向かい、火災発生
場所に到着した時点でノズルを開放して放出を開始し、消火活動を行うことができる。
【００３３】
　また、本実施の形態では、放出口をノズルとし、ノズルと送出管をホースでつなぐもの
としたが、例えば図３（扉を開放した状態）のように送出管２１０を監視区域まで延長し
、スプリンクラーヘッド１４等の放出口を接続して、監視区域に固定してもよい。
　なお、この場合は図示しないが、起動弁を電動として、火災感知器の作動と連動して電
動起動弁を開放してもよいし、送出管内に空気や窒素などの気体を加圧充填し、スプリン
クラーヘッド１４等の作動で圧力が低下したことを圧力スイッチ等で検出し、その検出信
号によって電動起動弁を開放してもよい。　
【符号の説明】
【００３４】
　１、１０１、２０１　パッケージ型消火設備、２　収納箱、３　扉、４、１０４　消火
剤貯蔵容器、５　エア駆動ポンプ、６　ポンプ駆動用ボンベ、７、１０７　消火剤汲上管
、８　加圧ガス供給管、９　起動弁、１０、２１０　送出管、１１　ホース、１２　ノズ
ル、１３　消火剤、１４　スプリンクラーヘッド、４１、１４１　容器本体、４２、１４
２　蓋部、６１　レギュレータ。
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